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1960年の日米安保条約改定をめぐっては、「安保反対！」の大合唱の下に国

民的反対運動が盛り上がった。そして学生運動の高揚の中で、東大の女子学生

だった樺美智子さんの死亡という大事件も勃発した。さあ、それに比べて、本

作に見る、竹上総理が独立国家〈やまと〉の元首海江田四郎との同盟条約締結

に臨む姿勢は如何に？ 

そもそも平和憲法があり、非核三原則の堅持を国是とする日本に、核武装を

ちらつかせた原潜〈やまと〉の入港が認められるの？VOYAGE2では、そんな緊

張感の下、米原潜の攻撃をかいくぐり、反撃し、補給を受けながら、ただ1人

で日本政府との会談に臨む海江田元首の条約締結に向けての駆け引きと決断

に注目！ 

「〈やまと〉は国際テロリスト集団として処分されるだろう」と叫ぶ米国の

ベネット大統領に対し、堂々と「日本は深い宗教観を持っている上、宗教で政

治が動かされていない唯一の国だ。宗教と政治が分離しているそんな日本と、

軍事国家たる〈やまと〉の同盟は大きな価値があり、未来を示している。国家

レベルの政教分離は世界規模で行うことも可能だ。」と持論をぶつける海江田

の熱い想いに注目！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

◆BS12（トゥエルビ）番組表によると、VOYAGE2の「あらすじ」は次のとおりだ。 

独立国家を宣言した原子力潜水艦「やまと」は、海上自衛隊の護衛艦隊に守られて米

原潜隊の真上を通過、東京湾へ入港する。しかし「やまと」は、通常魚雷を使い果た

し、残るは核魚雷のみ。東京中心部から 50 キロ圏内の在日米軍、横須賀基地を人質

にしているように見えた。すでに臨戦態勢をとる在日米軍を尻目にお台場沖に停泊、

海江田は友好条約を指定の上、プレスセンタービルで竹上首相との直接交渉を提案す

る。日本政府は海江田の提案を受け入れ、交渉を実現させた。 
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海江田は、全世界のプレスを通じて、独立国家の目的が世界規模の超国家軍隊の創設

にあることを明らかにした。これを受け竹上首相は、「やまと」が日本政府指揮のもと

で共同軍事行動をとることを条件に正式条約に口頭にて「調印」、自衛隊と「やまと」

の指揮権を国連に委ねることとなった。調印直後のベネット米大統領とのホットライ

ンで、海江田は「政軍分離」実現の意志を表明し、抑止力としての核を所有する常設

国連軍提唱のため国連総会への出席を約束した。しかし、〈やまと〉が条約に基づいて

補給・点検のために自走浮きドッグ「サザンクロス」へ入ると、米国政府から退艦勧

告、攻撃通告が発せられた。米原潜からの攻撃に、「たつなみ」による必死の攻防が行

われ、〈やまと〉は何とか予定時間内で作業を完了、「サザンクロス」水没に乗じて脱

出することに成功する。そして〈やまと〉は、北へと進路をとった。 

 

◆VOYAGE2では、日本との同盟を求めて東京湾に入ろうとする〈やまと〉の海江田艦長

と「やまと対策本部」のド真ん中に座る竹上総理との電話対談が最初の焦点となる。核武

装した原潜〈やまと〉の東京湾への入港を認めた上、〈やまと〉と交渉するなど、もっての

他！そんな意見が強い中、交渉が成立しなければ物資補給ができなくなり、〈やまと〉は世

界から孤立すると考えた竹上総理は、海上自衛隊に〈やまと〉の護衛を命じて東京湾へ迎

え入れた上、まず武装解除（実質的には核を持ち込まないこと）を要求！さあ、海江田は

どうするの？ 

それに対する海江田の回答は、米第7艦隊を相手に、「わが魚雷弾頭は通常にあらず！」

と大ミエを切った時とは異なり、「〈やまと〉に核はない」だったからビックリ！いくら小

さな独立軍事国家だと言っても、そんな“二枚舌外交”が許されるの？私はそう思ってし

まったが、そこで竹上総理が言ったとおり、過去の日本は、米軍の米原子力空母が寄港し

た際に、「核はない」とシャーシャーと言う米軍・米政府の言葉をそのまま信用してきたの

だから、今回もそれは仕方ないと考えるべき・・・？ 

しかして、日本時間の午前0時、すなわち全世界が動いている時間帯に、完全公開で開

催された日本政府VS海江田元首の会談では、いかなる合意が成立し、いかなる同盟が成

立するの？ 

 

◆日本政府の出席者は、竹上総理以下、外務大臣、防衛大臣、内閣官房長官等だが、対す

る〈やまと〉側は海江田元首1人だけだ。まず、日本との友好条約の締結を望む海江田の

主張（要求）は、日本から食料、武器などの〈やまと〉への補給を求める代わりに、日本

に対し原潜〈やまと〉の強力な軍事力を提供するというもの。さらにそれは、日本が現在

締結している日米安保条約には異議を唱えるものではないとした上、「私の理想は、世界規

模の超国家群の建設だ」と答えたからすごい。 

それに対して、暫時休憩を取った後の竹上首相の回答は、条約締結を決意した、ただし、
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その前提は、①日米安保条約を堅持、②中国、ロシアとの友好関係も継続、③日本が第三

国から攻撃を受けた場合、〈やまと〉が日本を守る、④日本は〈やまと〉の航行のためのあ

らゆる援助をする、ただし核に関する援助はしない、というものだから、これもすごい。

さらに、海江田からの「共同軍事行動を取る場合の指揮権は日本かそれとも〈やまと〉か？」

との質問に対し、竹上総理は「当然日本政府だ」と答え、海江田もそれを認めたから、こ

の両国トップの英断力はすごい。 

一部マスコミは、これを「名前は友好条約だが、その内容は新たな軍事同盟の締結だ」、

「これによって日本は世界から孤立した」と非難したが、「核武装した原潜だ」と恐れられ

ている〈やまと〉を世界から孤立させないためには、日本が〈やまと〉と同盟を結び、〈や

まと〉を日本の監視下に置く他ないという竹上総理の考えの当否は？そこで私がびっくり

したのは、条約の成立を受けた竹上総理が間髪を入れず「国連に対し重要な要請をする」

と述べ、「現在国連の安保理事会で審議中の『やまと事件』の結論が出るまで、共同軍事行

動をとる日本と〈やまと〉の指揮権を国連に委ね、その指揮下に入る」と宣言したことだ。

竹上総理はこれが日本にとっても、〈やまと〉にとってもベストの選択と考えたわけだが、

海江田元首はこれを了承するの？ 

さらにここで、私が原作者かわぐちかいじの持論（哲学）を強く意識したのは、「外から

の圧力がなければ日本が変わらないのは、（1853年の）黒船来航の時と同じだ」と竹上総

理が語った言葉。これは政権トップの座にあった竹上総理自身の決断とはいえ、平和憲法

と日米安保条約の下で非核三原則を唱え、現実と建前を微妙に使い分けてきた日本が、今

回も海からやってきた原潜〈やまと〉による外圧の中で、やっと大転換をすることができ

たことを述べたものだが、その重みをあなたはどう考える？ 

 

◆〈やまと〉は今、物資補給を受けるべく、横須賀沖に停泊中の貨物船サザンクロス号の

中への“収容”を目指していた。そして、日本と〈やまと〉との友好条約（軍事同盟？）

の締結を受けて、海上自衛隊の護衛艦隊がサザンクロス号の周りをぐるりと守っていた。

しかし、そこにヒタヒタと迫る米原潜の魚雷は、サザンクロス号に照準を合わせ、14:00

からの魚雷攻撃開始を予告していたから、状況は深刻だ。 

他方、深町艦長率いるディーゼル潜水艦〈たつなみ〉も〈やまと〉の護衛任務に駆けつ

けていた。そして、サザンクロス号に向けて発射された魚雷を時限信管（？）付きの魚雷

ではないと見切った判断の下、深町は自らの艦体でそれを受け止めるという捨て身の護衛

策に出たから、私はビックリ。そのおかげで、〈やまと〉の補給はギリギリ間に合いそう。

そう思っていたが、ついにサザンクロス号の右舷には魚雷が一発命中したから、沈没は時

間の問題だ。そうなると、サザンクロス号の腹の中に収容されて補給を受けていた原潜〈や

まと〉のサザンクロス号からの脱出は？ 

 



4 

 

◆「米原潜に被害が出たと思われる」、「〈やまと〉は沈没したサザンクロス号の中に発見さ

れず」とのニュースが流れる中、〈やまと〉から竹上総理へのコールでは、「〈やまと〉は今

太平洋上にいる。半径100km以内に追う者はいない」との報告が届いたから、ひと安心！ 

他方、「〈やまと〉は国際テロリスト集団として処分されるだろう」と語る米国のベネッ

ト大統領にも海江田から電話が入り、「〈やまと〉は国連総会に出席する」旨を伝えるとと

もに、「〈やまと〉が日本と同盟を結んだのは、私が日本人だからではなく、日本が政治と

宗教が切り離された唯一の国家だからだ。すなわち、日本は深い宗教観を持っている上、

宗教で政治が動かされていない唯一の国だ。宗教と政治が分離しているそんな日本と、軍

事国家たる〈やまと〉の同盟は大きな価値があり、未来を示している。国家レベルの政教

分離は世界規模で行うことも可能だ。」との持論をぶつけたからすごい。「そんな議論は理

想論だ」と反論するベネット大統領に対して、海江田はさらに「世界中の軍が私の行動に

従うことによって、私の理想は達成される。」、「国連総会に出席して、私の考えを述べる。」

と反論。 

2025年10／4の自民党総裁選挙の結果、高市早苗氏が第29代自民党総裁に選出された

が、この選挙は2024年9月に9人の立候補者で争われた自民党総裁選挙で石破茂氏が勝

利したにもかかわらず、持論の政策の実現はもちろん、その着手すらできなかったために、

生まれたものだ。そんな石破総理に比べれば、本作の竹上総理の決断力と実行力はすごい。 

そんな日本の総理大臣との間で締結された友好条約の下で、太平洋上に出発した〈やま

と〉の前には文字通り、「太平洋の嵐」が待ち受けているだろうが、さて〈やまと〉は、そ

して海江田は無事ニューヨークにたどり着き、国連総会に出席できるのだろうか？ 

2025（令和7）年10月15日記 


